
　

羽
村
相
互
診
療
所
は
、
１
９
９
４
年
に
西
多

摩
地
区
に
お
け
る
透
析
お
よ
び
一
般
外
来
に
関

す
る
拠
点
診
療
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
開
設

か
ら
20
年
経
過
し
た
こ
と
に
よ
る
建
物
の
老
朽

化
と
狭
隘
化
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

開
設
地
の
賃
借
期
間
満
了
を
契
機
に
、
現
在
診

療
所
の
在
る
土
地
に
施
設
規
模
を
大
幅
に
拡
充

し
て
、
２
０
１
４
年
３
月
、
新
築
移
転
を
果
た

し
た
。

　

新
築
成
っ
た
同
診
療
所
の
概
要
に
つ
い
て
、

所
長
の
小
林
重
雄
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
診
療
所
は
、
旧
施
設
に
比
べ
て
２
倍
以
上
の

敷
地
を
有
し
、
３
階
建
て
の
複
合
施
設
と
し
ま

し
た
。
１
階
で
は
外
来
診
療
を
、
２
階
で
は
開

設
当
初
よ
り
力
を
入
れ
て
い
る
透
析
治
療
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
透
析
ベ
ッ
ド
は
、
旧
診
療
所

で
20
床
だ
っ
た
も
の
を
40
床
と
倍
増
さ
せ
ま
し

た
。
３
階
に
は
、
最
近
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が

大
き
い
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
、
に
し
た
ま

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
薬
局
の
２
階
に
は
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
モ
ス
西
多
摩
と
三
多
摩
健

康
友
の
会
多
摩
川
支
部
の
事
務
所
が
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
の
各
機
能
が
集
約
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
外
来
・
透
析
・
訪
問
診
療
を
担
う
地
域
の

医
療
・
介
護
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

同
診
療
所
は
、
所
在
地
で
あ
る
羽
村
市
は
も

と
よ
り
、
青
梅
市
・
福
生
市
・
あ
き
る
野
市
・

社
会
医
療
法
人
社
団
健
生
会

羽
村
相
互
診
療
所 

所
長

小
林 
重
雄
氏
に
聞
く

In
t

e
r

v
ie

w

高齢化が進む都市部の透析医療と地域医療の拠点が
最新型の医事一体型電子カルテシステムを導入し、
業務の効率化の推進と医療の質の向上を目指す
2014年3月、透析医療と地域医療を支えるべくリニューアルオープンを果たした羽村相互診療所。
透析ベッドを倍増させ、訪問診療や往診など、通院が困難な高齢者への医療に積極的に取り組む。
また、同診療所では透析通信システムと連携可能な医事一体型電子カルテシステムを導入して医療 ITを推進。
往診時や透析医療における効率化をはじめ、医療の質の向上に大いに貢献している。
同診療所 所長であり、また長年東京都西多摩地区の地域医療に貢献してきた小林重雄氏に
同診療所の診療の現況と直面する課題に対する電子カルテシステムの有用性等について話を聞いた。

東京都●羽村相互診療所

1952年熊本県出身。1978年信州大学医学部卒。
同年健生会第二相互病院入職、91年同会常務理
事、92年同会総医局長。1995年伊奈平診療所所
長、1996年健生会理事、2002年より現職

小林 重雄（こばやし・しげお）氏
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ま
ざ
ま
な
患
者
さ
ん
が
来
院
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
通
院
が
困
難
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
往

診
だ
け
で
な
く
、
送
迎
車
を
用
い
た
送
迎
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
て
集
患
に
努
め
て
い
ま
す
」

　

新
施
設
オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
後
の
２
０
１
４

年
８
月
、
同
診
療
所
で
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
「M

edicom
-H
RIII

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ヘ
ル

ス
ケ
ア
）」
を
導
入
し
、
医
療
の
質
の
向
上
と

業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
た
。
電
子
カ
ル
テ
導

入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
小
林
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
情
報
の
一
元
管
理
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
だ
け

で
な
く
、
紙
カ
ル
テ
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
な
く

す
省
ス
ペ
ー
ス
化
、
紙
カ
ル
テ
特
有
の
医
師
ら

ス
タ
ッ
フ
の
読
み
に
く
い
文
字
・
文
章
に
端
を

発
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消
、
そ
れ
に
国
策
に
よ

る
医
療
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
後
押
し
な
ど
が
電
子
カ
ル

テ
導
入
の
契
機
で
し
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
選
定
に
際
し
て
最
も
重
視
し
た

の
は
、
透
析
治
療
で
導
入
し
て
い
る
透
析
装
置

お
よ
び
透
析
通
信
シ
ス
テ
ム
『F

uture N
et 

W
EB

（
日
機
装
）』と
の
連
動
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

同
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
実
績
を
豊
富
に
持
つ
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
『M

edicom
-H
RIII

』
を
選

定
し
た
の
は
自
然
の
流
れ
で
し
た
。
ま
た
、
同

装
置
が
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
導
入
実
績

を
持
つ
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
製
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
大
き
く
背
中
を
押
し
た
要
因
と
な

り
ま
し
た
ね
」

　
「M

edicom
-H
RIII

」
は
、
診
療
所
用
医
事
一

瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・
奥
多
摩
町
な
ど
西
多
摩

地
区
全
域
を
診
療
エ
リ
ア
と
し
て
お
り
、
透
析

に
関
し
て
は
西
多
摩
地
区
以
外
の
立
川
市
や
昭

島
市
、
武
蔵
村
山
市
か
ら
も
患
者
が
通
院
す
る

と
い
う
。

　

同
診
療
所
で
事
務
長
を
務
め
る
健
生
会
の
下

野
暁
志
氏
は
、
陣
容
な
ら
び
に
診
療
実
績
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
診
療
所
は
医
師
11
名
、
看
護
師
18
名
、
臨

床
工
学
技
士
６
名
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
４
名
な

ど
、
合
計
で
58
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
１
日
あ
た
り
の
外
来
患
者
数
は
16
年
３

月
で
約
50
名
、
透
析
患
者
は
約
35
名
、
往
診
が

56
名
で
す
。
こ
の
周
辺
に
は
若
い
世
帯
向
け
の

新
築
住
宅
も
多
く
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ

体
型
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
。
紙
カ
ル
テ
の
よ

う
な
見
易
さ
で
、
多
彩
な
カ
ル
テ
表
示
と
入
力

フ
ォ
ー
ム
を
有
し
て
お
り
、
薬
の
処
方
や
検
査
、

処
置
、
所
見
、
病
名
な
ど
は
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化

さ
れ
た
画
面
か
ら
選
択
す
る
だ
け
で
簡
単
に
入

力
で
き
る
ほ
か
、
診
断
書
や
紹
介
状
な
ど
、
患

者
に
手
渡
す
患
者
文
書
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化
。

カ
ル
テ
内
容
を
簡
単
な
操
作
で
作
成
中
の
文
書

に
貼
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
よ
り
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
患
者
文
書
が
作
成
可
能
で
あ
る

ほ
か
、
処
方
歴
や
検
査
結
果
を
グ
ラ
フ
化
す
る

な
ど
の
時
系
列
表
示
機
能
も
充
実
し
て
い
る
。

　

同
診
療
所
に
は
電
子
カ
ル
テ
端
末
が
全
部
で

18
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、
受
付
や
診
察
室
は
も

ち
ろ
ん
、
透
析
治
療
室
や
Ｘ
線
撮
影
室
、
処
置

室
等
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

edicom
-HR
III

」

透
析
通
信
シ
ス
テ
ム
と
の
親
和
性
と
機
能
、

実
績
豊
富
な
ベ
ン
ダ
の
信
頼
性
を
評
価

●羽村相互診療所・電子カルテシステム構成図 ●

電子カルテ端末は、受付や診察室だ
けでなく、透析治療室やＸ線撮影室、
処置室等にも設置しており、全部で
18台を装備。透析システム等と連動
することで医療の質の向上や業務効
率を改善している

同診療所2階の透析室。透析ベッドは40床を設置し、
臨床工学技士 6名が人工透析業務を実施。1日あたり
約 35名の透析患者が来院しているという

同診療所では透析通信システム
「Future Net WEB（日機装）」を導入。
電子カルテシステム「Medicom-HR
Ⅲ」と連動させることで、効率的な
透析医療を実施している

【受付、会計】

【看護受付】

【第１診察室】

【処置室】 【放射線室】

【第２診察室】 【第３診察室】内視鏡室

【医局】 【事務室サーバ】 【事務室】 【看護師用】

【第４診察室】

1F

2F

3F

【透析治療室】

【所長室】

【スタッフ室】

デスクトップPC端末

ノートPC端末

プリンター、
スキャナー
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社会医療法人健生会 羽村相互診療所
　1994年、民医連の空白地域である西多摩
に診療所および人工透析施設を併設しよう
と、民医連の病院利用者組織である友の会（当
時は協力会）と健生会が共同で設立したのが
羽村相互診療所である。同診療所には、羽村
市だけでなく桧原村、あきる野市など西多摩
全域（8市町村）の広域から患者が来院する。
　同診療所では、人工透析に加え、一般外来
では身近な診療所としての医療相談から風邪
等の一般的な急性疾患、糖尿病、腎臓内科、
神経内科、循環器、小児慢性疾患などの慢性
疾患に加え、理学診療など幅広い外来診療を
実施。また定期往診を西多摩地域 4コース
で行っており、「にしたま訪問看護ステーショ
ン」、ヘルパーステーション「コスモス」、友
の会有償移送ボランティア活動や民医連ネッ
トワークと連携して「安心して住み続けられ
るまちづくり」を目指した医療活動を実践し
ている。

住　所：東京都羽村市神明台 1-30-5
所　長：小林 重雄

院
内
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
に
直
接

ア
ク
セ
ス
し
、
診
療
デ
ー
タ
の
入
力
等
が
可
能

で
す
。
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
端
末
内
に
は
デ
ー
タ
が
残

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
万
一
端
末
等
を
出
先
で
紛

失
・
破
損
し
て
も
情
報
漏
え
い
や
デ
ー
タ
が
失

わ
れ
る
心
配
が
な
い
の
で
安
心
で
す
」

　

下
野
氏
は
事
務
長
の
立
場
か
ら
感
じ
た

「M
edicom

-H
R
III

」
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
診
療
所
が
導
入
し
て
い
る
『M

edicom
-

H
R
III

』
は
レ
セ
コ
ン
一
体
型
の
シ
ス
テ
ム
な
の

で
、
医
師
が
電
子
カ
ル
テ
上
で
入
力
し
た
も
の

が
、
自
動
的
に
レ
セ
プ
ト
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
上

で
レ
セ
コ
ン
に
転
記
さ
れ
る
の
で
、
事
務
職
員

の
業
務
は
劇
的
に
改
善
し
ま
し
た
。

　

な
お
、『M

edicom
-H
R
III

』
は
レ
セ
プ
ト

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
筆
頭
に
業
務
に
役
立
つ
多
彩

な
機
能
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
る
の
で
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
化
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
で
す
し
、

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
順
調
に
稼
働
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
初
め
て
と
い
う
職

員
も
多
く
、
実
際
に
稼
働
す
る
ま
で
不
安
で
し

た
が
、
若
い
職
員
等
は
す
で
に
Ｉ
Ｔ
に
慣
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
き
な
問
題
は
起
き
て

い
ま
せ
ん
ね
」

　
「M

edicom
-H
R
III

」
に
は
レ
セ
プ
ト
チ
ェ
ッ

ク
機
能
「
点
検
ア
シ
ス
ト
」
を
は
じ
め
、
薬
剤

チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
病
名
チ
ェ
ッ
ク
機
能
な
ど
、

多
彩
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
多
数
搭
載
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
も
、
小
林
氏
は

高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
レ
セ
プ
ト
用
の
病
名
入
力
等
で
自
動
的
に

チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
の
は
極
め
て
有
用
で
す
ね
。

　

電
子
カ
ル
テ
の
評
価
に
つ
い
て
、
小
林
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
は
健
生
会
の
他
の
施
設
で
も
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
と
比

べ
て
も
、
こ
の
施
設
の
シ
ス
テ
ム
は
文
書
管
理

に
優
れ
る
な
ど
、
使
い
勝
手
が
よ
い
で
す
ね
。

　

な
お
、
当
診
療
所
が
注
力
し
て
い
る
往
診
業

務
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
往
診
先
で

は
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
端
末
を
診
療
に
使
用
し
て
い
ま

す
が
、『M

edicom
-H
RIII

』
は
、
同
端
末
か
ら

こ
の
機
能
の
お
か
げ
で
医
師
に
よ
る
入
力
ミ
ス

が
減
る
な
ど
、
医
療
事
務
の
業
務
効
率
化
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　

小
林
氏
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
確
か
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
決
し
て
安
価

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
透
析
医
療
や
往

診
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
医
療
な
ど
、
地
域

医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
る
に
は
重
要
な
ツ
ー
ル

と
な
り
ま
す
か
ら
、
必
要
な
投
資
で
あ
る
と
思

い
ま
す
」

　

同
診
療
所
に
お
け
る
今
後
に
つ
い
て
、
小
林

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
団
塊
世
代
の
高
齢
化
だ
け
で
な
く
、
現
在
は
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
化
し
て
い
く
時
代
に

入
り
、
訪
問
診
療
の
重
要
性
が
今
後
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
透
析
医
療
に
つ
い
て

も
、
昔
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
70
〜
80
歳
代
の

高
齢
者
へ
の
透
析
医
療
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
へ
の
医
療
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
医
療
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

当
地
域
で
も
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
医
療
連
携

の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

当
診
療
所
は
、所
内
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
有
し
、
隣
接
地

に
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
院
所
間
の
連
携
を
深
め
、
１
人
の
患
者
さ
ん

に
総
合
的
な
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

電子カルテシステムを用いて診療する小林氏。
「他施設のシステムに比べ扱いやすい」と、シス
テムの使い勝手のよさと、文書管理機能や病名
チェック機能などを高く評価している

往診・訪問診療用のノートPC端末。往診先からでも、
診療所内にある電子カルテシステムサーバ内にあるデー
タにアクセスすることができ、診療データ等の入力が可
能。情報漏えいの心配をすることなく診療を実施できる

「医事一体型電子カルテシステム導入に
よって、二重入力などの手間や転記ミス、
病名チェック漏れ等がなくなり、事務職
員による医事関連業務が劇的に改善し
ました」と話す事務長の下野暁志氏

医
事
一
体
型
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

医
事
業
務
を
劇
的
に
改
善
し
、

往
診
・
訪
問
診
療
に
も
大
い
に
貢
献

高
齢
者
医
療
へ
の
対
応

訪
問
診
療
の
充
実
化
が
課
題

医
療
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
強
化
に
期
待
（    ）78新　医　療　2016年7月号


